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平成28年度代議員会
～佐藤本部長、副本部長４氏を再任～

　平成28年度埼玉県スポーツ少年団代議員会が６月11日
（土）、スポーツ総合センター講堂で開催され、平成27年
度事業報告並びに決算、平成28年度事業計画並びに予算
について審議され、それぞれ原案のとおり承認されまし
た。
　また、続いて役員改選について審議され、佐藤高弘本
部長及び神谷裕之氏、岸輝美氏、宮澤達三氏、尾崎豊氏
の各副本部長が前期に引き続き再任されたほか、平成28
年度・29年度の新たな本部員が選出されました（別掲）。

No. 役　職 名　前 性別 選　出 備考
1 本部長 佐藤　高弘 男 学識
2 副本部長 神谷　裕之 男 朝霞市本部長
3 副本部長 岸　　輝美 男 久喜市本部長
4 副本部長 宮澤　達三 男 深谷市本部長
5 副本部長 尾崎　　豊 男 吉見町本部長
6 本部員 赤坂　信政 男 加須市本部長
7 本部員 浅野　　毅 男 寄居町副本部長 新任
8 本部員 安部　正幸 男 学識
9 本部員 新井　　彰 男 学識 新任
10 本部員 飯島美智子 女 学識
11 本部員 市野　彰俊 男 学識
12 本部員 大澤　静香 女 指導者協議会副委員長 新任
13 本部員 大澤　初男 男 坂戸市本部長
14 本部員 大谷　正巳 男 学識
15 本部員 大野美江子 女 草加市本部長
16 本部員 岡野　栄二 男 学識 新任
17 本部員 小山　啓介 男 桶川市本部長 新任
18 本部員 小山　　進 男 学識 新任
19 本部員 七五三和孝 男 東松山市副本部長
20 本部員 関根　　剛 男 宮代町本部長
21 本部員 高篠　憲一 男 鶴ヶ島市本部長 新任
22 本部員 高橋　　仁 男 上里町本部長
23 本部員 田中　一光 男 川口市本部長 新任
24 本部員 田中　靖彦 男 新座市本部長
25 本部員 棚沢　絹江 女 熊谷市本部長
26 本部員 中野　孝行 男 学識
27 本部員 中山　和義 男 学識
28 本部員 根岸　孝治 男 幸手市副本部長
29 本部員 野口　英夫 男 白岡市本部長
30 本部員 長谷川　司 男 学識
31 本部員 日野　和利 男 和光市副本部長
32 本部員 兵藤　明子 女 指導者協議会委員長
33 本部員 藤原　弘子 女 学識
34 本部員 増田　吉男 男 学識
35 本部員 宮崎美千治 男 学識 新任
36 本部員 山﨑　正治 男 学識 新任
37 本部員 山下　　實 男 学識
38 本部員 横手　伸行 男 飯能市本部長 新任

平成28･29年度埼玉県スポーツ少年団本部員名簿
本部長あいさつ

　平成28年6月11日の代議
員会において、皆様からの
ご推挙をいただき、本部長
に就任をいたしました。前
期間に引き続き皆様のご指
導、ご鞭撻をよろしくお願
い申し上げます。
　ところで近年は、団員
の減少傾向が続いており
ます。十年前と比較します
と団員数は、およそ13,000
人減です。単位団ではチーム編成が非常に困難と
いうことも出てきています。また、競技の過熱化
等に伴う指導者の暴力問題、あるいは母集団との
トラブルなど、様々な課題も生じてきております。
　私達スポーツ少年団関係者は、原点である「ス
ポーツ少年団の目的」や「スポーツ少年団の理念」と
いうことをもう一度確認し合い、明るく元気な子
ども達の育成に向けて一丸となって取り組んでい
きたいと思います。
　この情報紙のタイトル“スポーツ　ともだち　仲
間たち”は、埼玉県スポーツ少年団の思いを集約し
たスローガンとなっています。

本部長
佐藤　高弘
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埼玉県スポーツ少年団だより（2）　第 42 号 2016（平成 28）年 7月 29 日

平成28年度埼玉県スポーツ少年団事業計画

　１.指導者養成・研修事業関係
（1）認定育成員研修会
期日　東京会場①　10月22日（土）
　　　東京会場②　11月20日（日）
場所　東京　国立オリンピック記念青少年総合センター
経費　2,160円
対象　平成24年度認定育成員資格取得者
※北海道会場　10月15日（土）　北海道　�北海道立総合体育センター
　宮城会場　　11月19日（土）　宮城県　�東京エレクトロン

ホール宮城
　石川会場　　11月12日（土）　石川県　�いしかわ総合スポー

ツセンター
　愛知会場　　10月29日（土）　愛知県　愛知県教育会館
　大阪会場　　10月30日（日）　大阪府　�ホテル新大阪コン

ファレンスセンター
　岡山会場　　11月５日（土）　岡山県　ピュアリティまきび
　香川会場　　10月23日（日）　香川県　高松センタービル
　福岡会場　　11月26日（土）　福岡県　�TKPガーデンシティ

博多
（2）認定員養成講習会兼スポーツリーダー養成講習会（県本部）
期日　10月29日（土）・30日（日）
場所　スポーツ総合センター
負担　3,240円（テキスト代・昼食代）
　※28年度登録指導者
（3）スポーツ少年団指導者全国研究大会
期日　６月26日（日）
場所　東京都　ホテルグランドパレス
負担　2,160円
（4）ジュニアスポーツの育成と安全・安心フォーラム
期日　12月上旬
場所　全国１会場（東京都内予定）
負担　無料
（5）埼玉県スポーツ少年団指導者現地研修会
期日　１月28日（土）〜 29日（日）
場所　栃木県　鬼怒川温泉
負担　�市町村種目別代表者各２名以内・本部役員・事務担

当者（14,000円）
（6）埼玉県スポーツ少年団育成員研修会　（検討中）
期日　未定
場所　未定
対象　認定育成員資格保有者
負担　無料
（7）関東ブロックスポーツ少年団指導者研究協議会
期日　11月５日（土）・６日（日）
場所　山梨県

　2.リーダー養成・研修事業
（1）シニア・リーダースクール
期日　８月４日（木）〜８日（月）（４泊５日）
場所　静岡県　国立中央青少年交流の家
補助　参加料（16,200円）、交通費
（2）ジュニア・リーダースクール
期日　８月18日（木）〜 21日（日）（３泊４日）
場所　スポーツ総合センター
負担　9,000円
対象　中学生
（3）全国スポーツ少年団リーダー連絡会
期日　９月24日（土）〜 25日（日）
場所　東京　国立オリンピック記念青少年総合センター
対象　リーダー育成担当指導者１名　　代表リーダー１名
補助　交通費・宿泊費は日本本部
（4）第15回関東ブロックスポーツ少年団リーダー研究大会
期日　10月29日（土）・30日（日）
場所　神奈川県：愛川ふれあいの村
対象　リーダー代表３名　育成担当指導者１名　
　３.国内・県内交流活動事業
（1）第54回全国スポーツ少年大会
期日　７月28日（木）〜 31日（日）
場所　�香川県高松市：サンポートホール高松・香川県立五

色台少年自然センター
対象　�引率指導者１名・中・高校男女から４名、小学４〜

６年から４名
補助　参加料（12,960円）、交通費（片道）、宿泊費は日本本部
（2）第47回関東ブロックスポーツ少年大会
期日　９月17日（土）〜 19日（月）
場所　埼玉県：スポーツ総合センター
対象　引率指導者1名・中学生以上の団員
補助　参加料・交通費は県本部、宿泊費は大会本部
（3）第45回埼玉県スポーツ少年団大会
期日　９月17日（土）〜 19日（月）
場所　スポーツ総合センター
対象　小学４年生以上の団員・指導者
負担　4,000円
　※団員のみの参加も可能
（4）第38回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会
期日　８月５日（金）〜８日（月）
場所　滋賀県彦根市：滋賀県立彦根総合運動場野球場他
補助　交通費は県本部
　※関東ブロック競技別交流大会勝者より２チーム参加
（5）第39回全国スポーツ少年団剣道交流大会　　
期日　３月下旬
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埼玉県スポーツ少年団だより 第 42 号　（3）2016（平成 28）年 7月 29 日

場所　愛知県名古屋市：愛知県武道館
補助　交通費は県本部
（6）第14回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会
期日　女子：３月下旬　　男子：３月下旬
場所　福井県・福井市：福井市体育館　他
補助　交通費は県本部
（7）第40回全日本少年サッカー大会決勝大会
期日　12月下旬
場所　鹿児島県
　※埼玉県サッカー協会による推薦
（8）第35回関東ブロックスポーツ少年団競技別交流大会
期日　７月29日（金）〜 31日（日）
場所　栃木県宇都宮市　他
内容　総合開会式　29日　競技　30日・31日　
　　　総合開会式　　　　　　ブレックスアリーナ宇都宮
　　　軟式野球（男子）　　　　矢板総合運動公園野球場
　　　バレーボール（女子）　　鹿沼フォレストアリーナ
　　　ミニバスケット（男女）　清原体育館
　　　バドミントン（選抜）　　栃木県体育館
　　　空手道（選抜）　　　　　栃木県立県南体育館
（9）東日本大震災復興祈念スポーツ交流事業
期日　８月５日（金）〜８月７日（日）
場所　スポーツ総合センター　他
　※�開催に係る経費は、公益財団法人埼玉県体育協会【公１

事業】より支出
　国際交流活動事業
（1）第43回日独スポーツ少年団同時交流
派遣　期日　７月31日（日）〜８月17日（水）
　　　場所　ドイツ連邦共和国
　　　対象　指導者１名（県内選考後推薦）
　　　　　　団　員６名（県内選考後推薦）
　　　　　　※指導者は茨城県輪番制
　　　補助　100,000円
　　　負担　150,000円、渡航手続経費等
受入　期日　７月26日（火）〜８月２日（火）　８泊９日
　　　場所　坂戸市
　　　補助　2,000,000円
　４.広報出版・顕彰事業
（1）「スポーツ　ともだち　仲間たち」
発刊　年３回（７月・12月・３月）
対象　全登録団（１団３部）・市町村本部
（2）「Sports　Japan」の発行
発刊　�年６回（この他にスポーツ少年団向け１回・公認ス

ポーツ指導者向け１回の計２回の特別号を発行）
対象　全登録団（代表指導者に２冊送付）・市町村本部（２冊）
（3）スポーツ少年団指導者必携書の作成
対象　認定員・認定育成員
　※認定時に交付
（4）少年団顕彰（日本スポーツ少年団）
対象　　市町村スポーツ少年団本部　６本部

　　　　指導者　　　　　　　　　　13名
（5）埼玉県スポーツ少年団表彰
期日　12月４日（日）
場所　浦和ワシントンホテル
対象　有資格指導者
　５.熱中症予防キャンペーン事業（大塚製薬特別協賛）
（1）熱中症予防グッズ特別斡旋販売
内容　�日本スポーツ少年団推奨スポーツドリンク等を登録

団に対し斡旋販売
（2）熱中症対策説明会
内容　認定員養成講習会時に熱中症対策に関する情報提供
（3）ポカリスエット・スポーツ活動情報提供事業
内容　�母集団研修・認定員研修その他スポーツ少年団研修

会への協力
（4）スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック　啓発強化
内容　�LIVE�ON�SEMINAR（テレビ会議システムを活用し

たセミナー）を７/16開催予定
　６.諸会議
（1）本部員会　　　年５回
　第１回　５月20日（金）　14：00 〜　�スポーツ総合センター

301･302研修室
　第２回　７月２日（土）　14：00 〜　�スポーツ総合センター

301･302研修室
　第３回　10月15日（土）　14：00 〜　�スポーツ総合センター

301･302研修室
　第４回　12月４日（日）　13：30 〜　�浦和ワシントンホテル

３階
　第５回　３月３日（金）　14：00 〜　�スポーツ総合センター

301･302研修室
（2）代議員会　　　年１回
　　　　　６月11日（土）　14：30 〜　�スポーツ総合センター

講堂
（3）ブロック本部長会議　　　東西南北・各ブロック１回
　東　部　白岡市
　西　部　吉見町
　南　部　さいたま市
　北　部　上里町　※開催日時、開催場所については未定。
（4）各専門委員会等
　・指導者・リーダー育成委員会
　・企画広報委員会
　・活動交流委員会
　・指導者協議会
　補助事業について
　※平成28年度補助事業調査を４月中に実施する。
　１.�認定員養成講習会事業　　23事業　11万円
　２.�地域交流促進事業　　　　80事業　５万円
　３.�母集団研修事業　　　　　25事業　５万円
　４.�リーダー育成事業　　　　５事業　５万円
　５.�認定員研修会事業　　　　20事業　３万円

785475_埼玉県スポーツ少年団だより_No42.indd   3 2016/07/23   13:04



埼玉県スポーツ少年団だより（4）　第 42 号 2016（平成 28）年 7月 29 日

　開会式では岸輝美埼玉県スポーツ少年団副本部長か

ら、「この大会から将来有望な選手が生まれることを期

待したい」との挨拶があり、また（株）エジュテックジャ

パンが運営するスクール21のスクール長の瀧川敬司様

から挨拶と優勝カップが披露されました。

埼玉県スポーツ少年団

平成28年6月26日（日）
上尾運動公園陸上競技場

　梅雨の合間の日曜日、上尾運動公園陸上競技場に埼

玉県内で活動する小学４年生のサッカー少年団255団・

団員約4,000人が参加して「第１回スクール21カップ埼玉

県スポーツ少年団Ｕ－10サッカー大会」の総合開会式が

行われました。この大会は、学習塾「スクール21」を運

営する（株）エジュテックジャパンの特別協賛をいただ

き、埼玉県スポーツ少年団の主催、埼玉新聞社が共催

として各地区大会から12月の中央大会まで行われます。

　開会式に先立ち、各チームは東部地区を先頭に、西

部地区、南部地区、北部地区の順に入場行進を行いま

した。また、団員綱領唱和及び選手宣誓では各団の代

表が団旗を持って各地区から選出された選手と選手宣

誓者を取り囲んだ中、元気な唱和と力強い宣誓が行わ

れました。

選手宣誓する深谷常盤主将　前田脩斗君

　●団員綱領唱和
�東　　部　　藤原結陽（春日部栄町キッカーズ）

�西　　部　　井上遼祐（川越バッハロー）

�南　　部　　真々田圭吾（岩槻ジャガーズ）

�　　　　　　加藤桂太（新座スカイファイターズ）

�北　　部　　室田幸巨（深谷・上柴東）

　●選手宣誓　　前田脩斗（深谷常盤サッカー）

U―10サッカー大会開会式
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埼玉県スポーツ少年団だより 第 42 号　（5）2016（平成 28）年 7月 29 日

　この大会には東部地区69団（75チーム）、西部地区100

団（114チーム）南部地区135団（159チーム）、北部地区45

団（45チーム）（※2チーム登録団あり）、合計349団（393

チーム）のスポーツ少年団の参加があり、各チームは12

月の中央大会出場、そして優勝を目指して、下記日程

で熱戦を繰り広げます。

　開会式終了後、サッカーボールを使ったアトラクショ

ンがありました。ものすごいボールコントロールに子

どもたちから大きな歓声と声援が送られていました。

　また、この開会式に参加するために電車で来た団員

が駅のホームから会場までコーチと引率保護者のもと

整然と歩いている姿をみかけ、本当に感動しました。

とても得難い経験になったと思います。

整然とした入場行進

少年団旗入場行進

　●大会日程
※6月下旬～ 11月上旬　各地区予選

※12月11日（日）中央大会（１・２回戦）

　　堀崎公園グランド・東松山サッカー場

※12月25日（日）　中央大会（準々決勝～決勝戦）

　　新座市総合運動公園陸上競技場
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埼玉県スポーツ少年団だより（6）　第 42 号 2016（平成 28）年 7月 29 日

　下記の日程で開催されます。各会場とも定員に限りが
あります。問い合わせの上、受講されますようお願いし
ます。

　平成28年度埼玉県スポーツ少年団リーダー会総会を４
月17日（日）にスポーツ総合センター講堂にて開催しまし
た。昨年度の決算や活動の報告、今年度の役員選出、活
動計画、予算計画の決
定を行いました。会長、
副会長共に立候補者が
会員の過半数以上の承
認を得たので、決定し
ました。会計、書記、
理事、会計監査は規約
第２章第７条に基づき
会長指名によって決定
しました。

８月13・14日 寄居町スポーツ少年団
８月20・21日 和光市スポーツ少年団
８月20・21日 さいたま市スポーツ少年団
８月27・28日 川口市スポーツ少年団
９月３・４日 鶴ヶ島市スポーツ少年団
９月17・18日 上尾市スポーツ少年団
10月29・30日 埼玉県スポーツ少年団
11月５・６日 さいたま市スポーツ少年団
11月12・13日 本庄市スポーツ少年団
12月４・11日 春日部市スポーツ少年団
12月17・18日 所沢市スポーツ少年団
１月14・15日 鴻巣市スポーツ少年団
１月21・22日 東松山市スポーツ少年団
２月４・５日 川口市スポーツ少年団
２月４・５日 白岡市スポーツ少年団
２月５・12日 久喜市スポーツ少年団

※秩父市スポーツ少年団（２月開催予定）は日程調整中です。

<県民総合体育大会> 
第35回埼玉県スポーツ少年団夏季小学生軟式野球交流大会

<埼玉新聞社杯>

スポーツリーダー養成講習会
兼スポーツ少年団認定員養成講習会
〔平成28年度8月以降の開催日程〕

平成28年度埼玉県スポーツ少年団
リーダー会総会を開催

会場：さいたま市荒川総合運動公園
期日：６/５(日)･12(日)･19(日)
<予備日6/11(土)･18(土)･25(土)>

0

主催：埼玉県体育協会埼玉県スポーツ少年団　埼玉県教育委員会　主管：埼玉県スポーツ少年団野球部会　後援：埼玉県野球連盟　埼玉新聞社　協賛：ナガセケンコー(株)
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平成28年度埼玉県
スポーツ少年団リーダー会

役員名簿

役 　 職 氏　　　名
会 　 長 三宅　悠介
副 会 長 牛山　直実
副 会 長 岩男　和樹
会 　 計 根岸　花奈
書 　 記 森　悠希乃
書 　 記 大内　陸駆
理 　 事 神屋　智希
理 　 事 中村　柊人

　
相 談 役 佐々木崇人
相 談 役 岩田　　満
内部会計監査 石井　結也
外部会計監査 長谷川　司
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埼玉県スポーツ少年団だより 第 42 号　（7）2016（平成 28）年 7月 29 日

　指導者のみなさま、日頃の子どもたちへの指導に感謝します。
これからも、厳しい暑さが続きますが、大会などのためやむを得ず試合を行う場合は、くれぐれも子どもた
ちの健康管理に細心の注意を払うよう心がけてください。
　熱中症は、ちょっとした注意で防ぐことができます。

熱中症について！

公益財団法人埼玉県体育協会  キャッチフレーズ

１  体調を整える　
　寝不足や風邪気味など、体調が悪い時は運動を控える。
２  服装に注意
　通気性の良い服をきて、帽子をかぶる。
３  こまめに水分補給
　「のどが渇いた」と感じた時には、すでにかなりの水分不足になっています。定期的に少しずつ水分を
摂らせるようにしましょう。塩分も失われていることが多いので塩分を含むスポーツドリンクがベスト！

◦筋肉がけいれん（熱けいれん）
　けいれんをしている部分をマッサージする。
◦皮膚が青白く、体温が正常（熱疲労）
　心臓より足を高くして、あおむけに寝かせる。水分が摂れるなら少しずつ薄い食塩水かスポーツ飲料
を何回かに分けて補給する。
◦皮膚が赤く、熱っぽいならば（熱射病）
　上半身を高くして座っているような状態で寝かせる。体を冷却、首・腋のした・足の付け根など血管
が表面に近い部分を集中的に冷やす。水を体に吹きかけ、風を送って体を冷やす。

●意識がはっきりしない場合は（熱失神）
　反応が鈍い！　言動がおかしい！　意識がはっきりしない！　意識がない！などの状態のときは救急車を
呼ぶ！　同時に応急手当を行う、涼しいところへ運び、衣服をゆるめて体を冷やすこと！
　意識がないときの水分補給は厳禁です！とにかく声をかけて、状況を確認してください！
　回復しても必ず病院で受診してください！
　屋内でも、事故の起こる可能性はあります。室温、換気に気を配り子どもたちが安全に活
動できるようお願いします。

熱中症の症状
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埼玉県スポーツ少年団だより（8）　第 42 号 2016（平成 28）年 7月 29 日

　スポーツ少年団活動は、スポーツを通した青少年の健
全育成を目指して様々な活動を展開しているところです
が、いろいろなスポーツ現場において暴力行為の発生が
報道されました。これを受けて（公益財団法人）日本体育
協会ほかのスポーツ関係団体が共同で「暴力行為根絶宣
言」が採択されました。
　ところが、残念ながら少年団活動の現場においてコー
チから子どもが暴力を受けているシーンがテレビの
ニュースとなり、また体罰を受けた子どもの保護者が監
督・コーチに訴訟を起こす事例やミスをした選手に対し、
監督がチームメートに指示して暴力をふるう事例が報道
されました。とてもありえない悲しい事柄です。
　スポーツ少年団活動で、団員達の成長に熱い想いを抱く
指導者が、その成長やスキルアップのペースの遅い時や、
失敗したときにもどかしい想いからゆきすぎることがある
かもしれません。しかし、失敗して成長すること、失敗は
成長の糧であることを認識することが重要です。そこで必
要なことは、暴力ではなく、団員を認め、彼らの話を聞き、

スポーツ少年団活動を支える
指導者の皆様へ！

日頃から、子どもたちのためにスポーツ少年団活動をされている
指導者の皆様ご苦労様です！

なぜ失敗したかを共に考えることが大切です。
　団員達が生涯にわたってスポーツを実践するためには、
彼ら自らが「スポーツは楽しい」と感じ、彼らが「スポーツ
を本当に好きになる」ことが必要です。そのためには、ス
ポーツ少年団活動の中から、スポーツ嫌いの要因となる
暴力行為を根絶しなければいけません。
　スポーツを通した青少年のこころとからだの健全な育
成を目的とするスポーツ少年団活動と、暴力を伴う指導
が行われる活動は決して相容れることはありません。皆
様の周囲で暴力、パワーハラスメントおよび指導者の権
力に基づく精神的な追い込みなどの行き過ぎた指導が行
使されていないかを見直していただき、もしそれらの行
為が行使されているのならば、勇気を出して制していた
だきたいと思います。
　皆様のこどもの成長を願う、熱く・心の温かな指導を
お祈りします。
（平成25年2月　公益財団法人日本スポーツ少年団　坂本
本部長挨拶文参照）

編 集 後 記
　情報紙「スポーツ　ともだち　仲間たち」は平成13年度
に創刊され、15年が経過しました。そこで、今号から若
干の紙面改定を行いました。今後も指導者の皆さんに必
要な情報を的確かつ確実にお届けできるよう編集に努め
ていきたいと思います。引き続きご協力をお願いします。

埼玉県スポーツ少年団　企画広報委員会
TEL：048-779-5895  FAX：048-774-5550
E-mail：saitamaken@japan-sports.or.jp

スポーツ界における暴力行為根絶宣言
一、指導者
　　◦�指導者は、スポーツが人間にとって貴重な文化であることを認識するとともに、暴力行為がスポーツの価値と相反し、

人権の侵害であり、全ての人々の基本的権利であるスポーツを行う機会自体を奪うことを自覚する。
　　◦�指導者は、暴力行為による強制と服従では、優れた競技者や強いチームの育成が図れないことを認識し、暴力行為が指

導における必要悪という誤った考えを捨て去る。
　　◦�指導者は、スポーツを行う者のニーズや資質を考慮し、スポーツを行う者自らが考え、判断することのできる能力の育

成に努力し、信頼関係の下、常にスポーツを行う者とのコミュニケーションを図ることに努める。
二、スポーツを行う者
　　◦�スポーツを行う者、とりわけアスリートは、スポーツの価値を自覚し、それを尊重し、表現することによって、人々に喜び

や夢、感動を届ける自立的な存在であり、自らがスポーツという世界共通の人類の文化を体現すものであることを自覚する。
　　◦�スポーツを行う者は、いかなる暴力行為も行わず、また黙認せず、自己の尊厳を相手の尊重に委ねるフェアプレーの精

神でスポーツ活動の場から暴力行為の根絶に努める。
� 平成25年4月
� 公益財団法人日本体育協会
� 公益財団法人日本オリンピック委員会
� 公益財団法人日本障害者スポーツ協会
� 公益財団法人全国高等学校体育連盟
� 公益財団法人日本中学校体育連盟

　未来を担う、子どもたちがのびのびと育っていくために、わたくしたちスポーツ少年団指導者は、愛情を持って子どもたち
に接し、指導していかなければなりません。
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